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第 19 回 恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会 

環境整備・ＰＴＡ・コミスク部会（会議録） 
 

会議の名称 第 19 回恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会 

 環境整備・ＰＴＡ・コミスク部会 

開催日時 令和７年８月５日（火） 午後７時から 

開催場所 明智コミュニティセンター ３階 講堂 

報告 課題Ｎｏ.14「ＰＴＡの組織運営に関すること」について 

公開非公開の別 公開 

出席者  委員 

渡邉 康正 

安藤 常雄 

三宅 勝彦 

後藤 加代子 

後藤 純一 

伊藤 寛隆 

片桐 慎一 

中村 光代 

長谷川 一行 

園原 正明 

伊藤 裕美 

高橋 かおり 

後藤 理恵 

安藤 美香子 

  教育委員会 

丸山 頼彦 

市川 太一 

小栗  研 

大内 鉄平 

小野 千恵実 

長谷川 椋 

会議の内容 会議録のとおり 

傍聴者の数 ０名 

 

事務局  皆さん、こんばんは。お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうござい

ます。 

     ただいまより第１９回恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会環境整備ＰＴＡ

コミスク部会を開催いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

     では、次第に沿って進めさせていただきます。 

     では、１番からです。挨拶でございます。 
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     部会長よりご挨拶いただきます。よろしくお願いいたします。 

部会長  皆さん、こんばんは。本当に非常に暑い中、またお仕事が終わったこの時間帯

ということで、非常にお疲れのところだと思いますが、集まっていただきまし

てどうもありがとうございます。 

     一つ思うのは、これで生徒、児童たちは夏休みに入っておりまして、その中で

のびのびと、例えば夏休みを楽しんでいるのではないかなと思いますが、私た

ちはここからが勝負でありまして、８合目、９合目、しっかりと登っていかな

ければいけないというふうな状況でございます。 

     今回は第 19 回ということでございますが、ＰＴＡについての取組、方向性につ

いてお話をいただくということでございます。これについては第 12 回から 14

回、昨年の７月から９月の間、この間に一定の方向性を出していただいており

ます。これに併せて保護者の方から様々な意見をいただきながら、今回の議案

というような内容になってきておりますので、皆様からさらに審議をいただき

ながら、この方向性について決めていければと思っております。よろしくお願

いします。 

     以上です。お願いします。 

事務局  ありがとうございました。 

     では、続きまして、２番の協議に入らせていただきます。 

     本日は課題ナンバー14 番、ＰＴＡの組織運営に関することについて協議をいた

します。 

     では、協議につきましては、部会長が司会を行うということになっております

ので、ここからは部会長さんに協議の進行をお任せいたします。では部会長さ

ん、よろしくお願いいたします。 

部会長  それでは、課題ナンバー14 番、ＰＴＡの組織運営に関することについて進めた

いと思います。 

     それでは事務局、説明をお願いいたします。 

事務局  では、事務局から説明をさせていただきます。 

     お手元にございます恵那南中学校のＰＴＡ組織運営に関することについて、環

境部会まとめという、こちらの資料をご覧いただきたいと思います。資料の無

い方はいらっしゃいますか？ありがとうございます。 

     今、ご覧いただいております資料は、先ほど部会長さんからお話ございました

が、環境部会において令和６年度の７月から９月にかけて第１２回から１４回

の会議で、まとめましたＰＴＡに関する協議の結果でございます。 

     中を御覧いただきますと、１番から５番のポイントに絞って協議をし、結論を

出してまいりました。 

     ちょっとご確認させていただきますが、まず１番のＰＴＡの必要性について、

ＰＴＡというものの組織を立ち上げるかどうかについては、環境部会において、

これは必要であろうと、これはつくっていきましょうと、こういう結論に至っ

ております。 

     ２番、ＰＴＡ活動について、それから３番のＰＴＡの予算について、４番のＰ
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ＴＡの組織の役割について、それから５番の本部役員ですね、役員の体制につ

いて、こちらについては、当事者であります令和８年度の南中学校の保護者の

皆さんに決定してもらう必要があると、環境部会ではこのような結論に至りま

して、では当事者を集めた新たなＰＴＡの検討チームというのを立ち上げて、

そちらのほうでまず協議してもらってまとめてもらおうと、このような話にな

っています。 

     これをもとに、今年度当初よりこの検討チームを立ち上げまして議論を重ねて

いきました。これら課題の４つについて協議がまとまりましたので、今日の部

会でご説明、それから協議をいただくと、このような今、流れになっておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

     では、協議の結果について、事務局のほうから代わりまして説明をさせていた

だきます。お願いいたします。 

事務局  では、まず続いてもう１つの資料で、恵那南中学校ＰＴＡ活動検討会議で出さ

れたＰＴＡ決定事項という資料をご覧ください。 

     メンバーについては先ほど説明があったとおり、今年度と来年度、ＰＴＡに携

わっていくだろうということで、５地区から９名の方、そして教頭先生お２人

をお招きして、これまで３回会議を重ねてまいりました。 

     その会議の結果ですが、順番に説明させていただきます。 

     まず最初の組織と役員構成です。 

     まず統合後初めての年、令和８年度につきましては、各地区の３年生の保護者

から男性、女性各お１人ずつを選出すると。あとは、２年生を加えて、２年生

保護者を１名選出するということが決まりました。あとは、この選出する役員

の方ですが、これまで小中学校でＰＴＡ会長を経験した方は、役員から選出し

ないようにしましょうということまで決まりました。 

     続いて活動内容と予算です。地域への情報発信は必要だろうということで、広

報紙は年間３回発行しましょうということと、あとは活動内容をできる限り絞

ることによって、会費については年間で会員１人当たり３，０００円にしまし

ょうということが決まりました。 

     あと最後ですが、組織体制については、今後の活動状況なんかを見ながら、随

時見直しを行っていくようにしましょうということが決まりまして、この資料

の次の次のページから始まるＰＴＡ規約の案であったりとか、あとは、後ろの

ほうに活動、事業計画案、予算案が検討チームで決定した内容です。 

     私からは、以上です。 

事務局  今、説明がございましたが、リーダー、何か補足ございますか。よろしいです

か。いいですか。 

事務局  いや、グループごとでまた。 

事務局  分かりました。 

     ただいま大枠ではございますが、事務局のほうから検討チームのほうで検討し

ました結果をお話しさせていただきました。 

     ここから例によりでございますが、それぞれのグループに分かれて相談、それ
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から説明も加えながら、ちょっと協議を行っていきたいと思います。今、すご

く大枠で説明だけさせていただきましたが、これでそれぞれのチーム、もう一

回、事務局のほうも入りますので、御質問でありましたりとか、追加の説明を

させていただきながら、理解を深めていただいて、内容をご確認いただきまし

て、またご意見等をいただきたいというふうに思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

     では早速ですが、グループの協議に入りたいと思いますので、事務局のメンバ

ーもそれぞれのグループに入って協議をお願いいたします。ではよろしくお願

いいたします。 

 

（グループ協議） 

 

事務局  では、お話し合いいただきましたので、さっきもちょっとお話をさせていただ

きましたが、それぞれのグループで協議、内容を発表いただきたいというふう

に思いますので、では一番奥のチームから発表をお願いします。どうぞお願い

します。 

こども園グループ代表 ＰＴＡのことなんですが、まずはパッと見た感じで、広報紙が３

回って書いてあって、結構負担が。私、小学校はやってるんですけど、２回分

は物価高の兼ね合いもあって減ってる方向になっているので、ちょっと３回は

多いのかなっていうふうに感じて、やっぱり広報になるとすごいプレッシャー

があるって聞くんで、大変なんじゃないかな。今回は初年度なので３あっても

いいんだけど、あんまり保護者さんたちが負担に思うんだったら、順次、減ら

してもいい方向なんじゃないかなというふうに思ったのと、あとその他のとこ

ろで、資源回収ボックスの運用は各地域で異なるため予算化はしないって書い

てはあるんですけど、確かに各地域で大分違うとは聞いてるんですけど、何が

必要になるかがよく分かんないところもあるので、今までも各地域で資源回収

ボックス、その資源回収がなくなった分、そこからある程度の予算をもらって、

学校のＰＴＡ活動に回収だったところがあるので、やっぱりある程度のものが

ないとそれなりのことはできないというところもあるので、ちょっとほかの地

域ごと、ある程度地域でないと分からないところがあるので、ある程度地域に

最初からかけ合って、どれくらいかもらえるかなっていうのを最初から出しと

いて、予算の中に入れとけば、何かあったときに安心なんじゃないかっていう

意見がありました。 

     あと、学年委員とかも見ながら、その各学年に各クラス、各学年ごと、クラス

に出てくると思うんですけど、いろんな学校が集合するときに支援級とかにな

ってくると、ちょっと壁が余計あるかなと思うので、支援級からも全体で１人

くらいはおってもらっても、学年委員じゃなくて支援級委員というんですか、

やりたい人がいればですけど、無理には言わないですから、そういう人たちが

いても話が行き届きやすいというところはあるのかなというふうに話がありま

した。 
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     以上です。 

事務局  ありがとうございました。（拍手） 

     じゃあ続きまして中学校チームさん、お願いいたします。 

中学校グループ代表 中学校のほうなんですけど、僕は実際、このＰＴＡの検討会議に出

させてもらって、本当、集まったメンバーの皆さんがすごい熱意のある方ばっ

かりで、ちょっと僕はもっとスマートにと思ってたんですけど、すごい皆さん

はやっぱすごい熱い方というか、すごい考えてる方が多くて、僕もそれにすご

いまずありがたかったというか、すごいなと思って、これだけ考えてくれる人

がたくさんいるんだったら、いい中学校になるんじゃないかなとは思いました。 

     その中で、先ほど言われたように、広報紙の件の、やっぱり取りあえず最初は

たくさんやっぱり３回やってみて、規約も順次変えていけばいいので、やりな

がら新しい役員の方がもっといいふうに考えていけば変わっていくのでいいの

かなと思って、今このようになりました。人数のこともやっぱり多いかなとは

思う方も多分いると思うんですけど、やっぱり５町村が最初にいきなり１つに

なるというところで、地域との関わりのこととか、また１年生、２年生、３年

生の関係もあるので、最初はやっぱりこれぐらいの人数でやっていって、何年

かしたらもっと半分に減らすとかもできるんじゃないかなというふうに感じま

した。 

     僕が、その会議で話させてもらったのは、ＰＴＡ組織をなるべく早く決めて、

きっとＰＴＡ会長さんとかを経験した人とかは多分分かると思うんですけど、

まず地域間の、学校とかという形で地域と関わっていく、例えば山岡で言うと、

青少年育成委員とか、パトロールとかも一応、小学校代表とか中学校代表で、

今、人居ますかって来るんですけど、それを要は南中学として来るのか、それ

ともその中に各部に各地区の代表がいるので、その方が各地区の地域の代表と

して各地区に携わっていくのか、その辺を地域の運営の方々の考えもやっぱり

年内というか早めに聞いて、新しい組織として統制化を考えていくべきじゃな

いかなというふうに思いました。 

     以上です。 

事務局  ありがとうございます。（拍手） 

     小学校チームさん、お願いします。 

小学校グループ代表 小学校グループとしましては、事務局よりＰＴＡの組織運営に関す

ること及び今後の活動内容及び恵那南中学ＰＴＡ規約案について説明を受けま

して、相違ございませんので、よろしくお願いいたします。 

事務局  ありがとうございます。（拍手） 

     ありがとうございました。全体として取りまとめさせていただきますと、諸所、

やはり行き過ぎたというか充実し過ぎた内容もありますし、若干の変更を加え

たほうがいいんじゃないかということもございますというご意見をいただきま

したが、今回の出させていただきました規約でありますとか活動案、それから

予算案、これらについて、今後１０年間この内容でやっていきましょうと、こ

ういうものではございません。これは共通した認識でお持ちいただきたいとい
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うふうに思いますが、令和８年度、まずこれで始めようと、その柱になるもの、

幹になるものを今この場で決めたいというふうに考えております。 

     先ほど委員さんのほうからお話ありましたが、徐々に規約というものも変わっ

ていくものでございますし、必要に応じて加えていけばいいと、こういうつも

りで検討チームのほうでも議論してまいりました。まずスタート地点として、

このような方向で進めていきたいということにつきまして、皆さん、概ねご賛

同をいただけたということだというふうに思いますが、この内容で幹事会のほ

うに挙げさせていただいてもよろしいでしょうか。（拍手） 

     ありがとうございます。では、このような内容で、次の幹事会に挙げていきた

いと思いますが、１点、この後、スケジュールについて書かせていただいたと

ころもありますので、少しだけ確認をさせていただきます。 

     決定事項と書かれた紙の裏側になります、４番、今後の流れというところでご

ざいますが、ちょっとこちらをご確認いただきますが、７月から９月まで準備

委員会において基本事項を取りまとめるというふうにあります。これが今日も

この中の一部です。この後、幹事会にかけまして、理事会に諮りまして、総会

まで諮っていこうというものです。これまでが７月から９月までで行うと、こ

ういう予定でおります。 

     10 月には保護者の皆様への説明会で、今、ここで、環境部会でご審議いただき

まして内容をご説明させていただきまして、ＰＴＡの入会届を配布をさせてい

ただきたい、これは任意加入でございますので、今回、入会届を提出していた

だくべく申込書を配布させていただきたいと。年末までに入会届を回収いたし

まして、ＰＴＡの各地区から３名ずつというふうにご説明させていただきまし

たが、選出をお願いすると。１月にはその３名の方々、合計１５名、方々集ま

っていただきまして顔合わせをして、役員、誰が会長になるのか、副会長なの

かということ。これはもう互選でということになっておりますが、ここで、中

で決定をしていただくと。２月の２回目の保護者説明会で本部役員案を内示を

させていただきまして、３月よりＰＴＡ活動に向けた準備を開始すると、この

ような流れで今後、考えておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

     それでは、ご審議いただきました内容、２枚につきましては以上でございます

のでよろしくお願いいたします。 

     では３番の連絡事項のほうに移らさせていただきますが、次回は。 

事務局  今回、これでＰＴＡのことは皆さん、承認いただきましたので、あと議題とし

ては、学校運営協議会のことが残っています。これまだ学校側の実務のほう、

あるいは校長先生等で今、協議をこれからまだ具体的にしていくことになりま

すので、ただ部会のほうでその結果を持ってということになるので、次回、ま

だ未定です。ですので、また改めてご連絡をしながら次回ということで進みた

いと思いますが、今の予定ですと、ちょっとしばらくは間が空くのかなという

ふうに思っていますのでよろしくお願いします。 

委員   いいですか。 

事務局  どうぞ。 
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委員   さっきの今後の流れの中の、入会届の回収があると思うのですが、これはやっ

ぱり多分、皆さんに分かりやすく説明したほうがいいと思うんですけど、入会

される方だけを名簿をつくって選出するという形でよろしいですか。 

事務局  そういうことです。そうです。まず、ＰＴＡという組織に入られる方をまず確

認して、名簿をつくる側が確認して、１つのグループをつくって、その中から

本部役員という方が選出されていくと、このような流れになります。 

委員   指名ということ。 

事務局  そうそう。 

委員   あとそのころまでに、１月に一応、新規役員の顔合わせがあって組織が決定し

てくると思うんですけど、この頃までに、例えばですけど、地域の今、充て職

というか、中学校なら中学校代表、各地域で何人かやられていると思うんです

けど、その地区の方の考えといいますか、どういうふうに思ってて、来年度以

降、こうしていってほしいという意見があると、そのときまでにその地域の方

からいただくことはできないんですか。 

事務局  ちょっとさっき、僕もこのグループで、今のご意見聞いてます。思ったのは、

これは市役所のほうで、それぞれ地域の代表、振興事務所あります、そこの所

長さん通じながら各地域の代表さんともお話をする場をちょっと持ってもらっ

て、来年度からこうなるので、今までのように中学校のＰＴＡの役職の人がど

ういうふうに関わるのかというのが、ちょっと変わってくるよねというところ

を具体的に検討を早めにしてもらおうかなということだけは流していって、ち

ょっと考えてもらわないかんかな。そういう流れでいくのが一番よろしいです

よね。できるだけ早めに地元に下ろしていって、ちょっとそういうふうにして

いただいてほしい。 

委員   地域によっていろいろ違う。 

事務局  そうですね。例えば上矢作でもいろいろ変わってくるところはあるので、これ

早めにちょっと振興事務所さん通じて、ちょっと検討してもらう、そんな流れ

でいけば。ただこの時期に間に合うかどうか微妙なところもあるんですけど、

早めに検討してもらうということをお話させてもらいます。 

事務局  そんな形で山岡さんもそういう形で流していきますので、ちょっと振興事務所

さん通じまして。 

事務局  お願いいたします。 

     では、以上で、今日の審議事項、終了になりますが、何かよろしかったですか、

ほかに何かありましたらいただきましょう。どうぞ。 

委員   今日の議題、課題整理シート課題 14 のＰＴＡの組織・運営に関することですね。

残りが 15 ですね、さっき言われたように。 

事務局  そうです。 

委員   それ以外に、まだ詰まってないところがあると思うんですけど、前の令和７年

度秋に説明会を実施する予定。その教育委員会からですか、保護者全体でなく

て、各町村に説明会をするのかという話がありますけど、もう、じきに秋にな

りますよね、当分ないと言ってますけど。そのこととか、あと前回の部会のと
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きに、部活のことだとか、ちょこちょこまだ完全に煮詰まってないことが多々

あると思うんですよ。そういったことの最後も詰めじゃないですけど、どうい

うふうにもっていくのか。 

事務局  例えば部活の、こういう形で行きますよというのが総会まで諮って、今度、こ

の秋の保護者説明会のタイミングの頃に、こういう部活を計画してます。皆さ

ん、どういう意思があるのか、意思表示をしてもらおうというのを、今、計画

してます。具体的なやり方はまだ煮詰まってないんですけど、早め、早めに子

どもたちが、今度、特に、今までなかった文化系が選択できるじゃないですか。

その辺の意思表示も確認していかんことには、じゃあこの部活に代わってどう

ですかって言ったけど、いや、実は少なかったとか、その辺のことも早めにニ

ーズを掴んで、それでもって最終的に決めていこうかな。最終的な入部という

のは学校入ってから１週間か２週間後に決まるんですけども、そういうことを

今、思ってますので、この秋の保護者への、ここにさっき書いてあった、１０

月ですか、保護者への説明会でというところ、ここには保護者、ＰＴＡのこと

しか書いてないんですけども、今、計画しているのは部活のこと、あとスクー

ルバスで最終的にどこで乗るかというのも確認する、と、もちろんＰＴＡのこ

との意思表示、こんな活動するよとか、あとはまだ制服のこととか。それとか

学校の日課はどうなるよとか、そんなようなことがこの時期に説明会で話す予

定です。だから、これ部会で協議するというよりも、今度実際に今度入ってく

る子どもたちの保護者に対しての説明を具体的に進めていこうかなと、そんな

予定ですので、それでもっていけばいいのかなという段取りで今、考えますけ

ど、そんなようなお答えでよろしかったですか。 

委員   あと、ごめんなさい、もう１点、前にも１回お伺いしたんですけど、バスのス

クールバスの運行の中で、今、各町村でもスクールバスが運行されていて、特

に問題ないので、それ以上、今やっている以上のことというか、ほかの方法を

やらないというようなことを以前お話しされていたと思うんですけど、保護者

の、例えば保護者の中から、どうしても今の移動距離と登校時間、どうしても

時間が長くなるので、例えば女子生徒だと朝、途中で体調が悪くなったりとか、

そういった場合の対応だとか、結局、親が送ってもその後、そういうことがあ

った場合に連絡が取れる、取れないとか、そういった場合の何か対応はどうさ

れるのかというのと、あと、あくまでも乗ったとか、乗らないとか、乗る前提

でみんな決められたバスに乗るはずなんですけど、その管理というか、一番初

めの頃というか、統合準備会が始まったぐらいのときの話で、そういえば通学

時間が長いので Wi-Fi をつけてタブレットで勉強できるようにするとかという

ような話もあったじゃないですか。それを利用して、例えばＧＰＳじゃないで

すけど、乗ってるとか、乗ってないかという管理が親の携帯なんかでそういっ

たことが見れる、見れないとか、そういった万が一の確認ぐらいということは、

ほかの地区でもやっていることがあるらしいので、そういう検討はしていただ

けないかなという話が出ておるんですけど。 

事務局  具体的な話をさせていただくと、Wi-Fi のことは、これ今、設置すべく見積り
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を取ったりとか、業者と打ち合わせをちょうど今日もやったところなんですけ

ど、設置していく方向で、これも皆さんにお話ししていたことですけどやって

いくという方向でいます。 

     それから、あと長距離のバスになるので、急なことがあった場合は、これ急な

ことがあったら当然優先事項ですので、学校の時間に間に合わないとか、そん

なことを度外視して、当然、病院に行かなければならなかったら当然、病院直

行だと思いますし、どうしてもトイレが我慢できなければ、トイレ行かなけれ

ばならない、これは当然の対応で、何も学校統合と関係なしで、今でもそのよ

うな対応させていただいておりますので、そういうものは臨機応変に当然、対

応していくべく運転事業者さんのほうにも指示を出させていただいております。 

     あと、乗ったか、乗らないかという確認のことですけど、これ、今のところ対

応する予定はございませんが、仮にそういったことがどうしても必要だとなれ

ば、当然、検討していくべきことになると思います。今、考えているのは、バ

スが今どこにいるか、これを保護者の皆さんが知る術はつくろうということで、

今、考えています。これも契約に向けて今日お話ししたところですけど、１５

秒おきに更新される、地図上にバスが移動してくるんですけど、そういったも

のが保護者の皆さん、見えるような格好で表示できるように、市のホームペー

ジでアクセスをして、今でも自主運行バスかな、市が管理しておるバスは市の

ホームページを見るとそういうページがあって、今どこにおるかというのが１

５秒間隔でリアルタイムで分かるというシステムがあるんですけど、そこに別

のもう一つ、そこから飛んだページに、南中学校のバス路線についてのまたペ

ージをつくって、それで保護者の皆さんに見ていただけるような形にすべく事

務手続を進めておりますので、またご案内させていただきますのでよろしくお

願いいたします。 

事務局  そういうことも併せて保護者説明会のときにもまた分かるようにしていかなけ

ればいかんかな。 

委員   今の話だと、もうちょっとバス会社さんは決定したんですか。 

事務局  もう既に契約しております。明知鉄道さんと契約しておりますのでお願いいた

します。 

委員   それに関してまだ公表はしないんですか、公表はしないんですか。 

事務局  誰と契約したか、公表していますよ、ホームページに契約情報を載せてますの

で。 

委員   ありがとうございました。 

事務局  よろしくお願いいたします。 

     では、よろしいですか。長時間ありがとうございました。 

     では、これをもちまして、第 19 回の環境部会を閉めたいと思います。遅くまで

お疲れさまでした。どうもありがとうございました。お疲れさまでした。 


